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多治見工業高校の生徒による議会傍聴
１２月１４日、１５日に、多治見工業高校の３年生約１５０人が市政一般質問
を傍聴されました。

中学生との対話集会 
１月５日に、「１８歳選挙権と議会について」をテーマに、中学生との対話集
会を開催しました。

大畑調理場視察 
調理場整備計画の見直しに関し、１２月７日に厚生環境教育常任委員会
が大畑調理場と共栄調理場を視察しました。（関連記事はＰ１４へ）
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12
多
治
見
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償

及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
お
け
る
一
般
職
職
員
の
勤
勉

手
当
支
給
率
の
引
き
上
げ
に
準
じ
、
市
議
会
議

員
の
期
末
手
当
支
給
率
を
改
め
る
も
の
で
す
。

《
期
末
手
当
支
給
率
》

�

公
布
の
日
か
ら
施
行
（
一
部
は
、
平
成

30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

�

改
正
後
の
一
部
の
規
定
は
、
平
成
29
年

12
年
１
日
か
ら
適
用

多
治
見
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
料
の
賦

課
方
式
に
つ
い
て
、
資
産
割
を
廃
止
し
て
３
方

式
に
す
る
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
所
得
割
の
割
合
が

１
０
０
分
の
５
０
、
被
保
険
者
均
等
割
の
割
合

が
１
０
０
分
の
３
５
、
世
帯
別
平
等
割
の
割
合

が
１
０
０
分
の
１
５
に
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

�

改
正
後
の
規
定
は
、
平
成
30
年
度
以
後

の
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
適
用

し
、
平
成
29
年
度
分
ま
で
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

多
治
見
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

　

公
営
住
宅
法
の
改
正
に
伴
い
、
認
知
症
患
者

等
の
収
入
申
告
義
務
の
緩
和
措
置
と
し
て
、
入
居

者
が
認
知
症
等
の
場
合
に
、
市
が
毎
月
の
家
賃
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

併
せ
て
、
老
朽
化
し
た
旭
ケ
丘
第
３
団
地
の
一
部

の
用
途
廃
止
を
行
う
も
の
で
す
。

�

公
布
の
日
か
ら
施
行

多
治
見
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

　

平
成
30
年
３
月
か
ら
水
道
の
検
針
を
隔
月
に

移
行
さ
せ
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。
併
せ
て
、
給
水
装
置
の
使
用
を
開
始
、

中
止
等
し
た
と
き
の
料
金
の
算
定
、
徴
収
等
の

方
法
を
定
め
る
も
の
で
す
。

�

平
成
30
年
３
月
１
日
か
ら
施
行
（
一
部

は
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

�

改
正
後
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
、
最

初
に
検
針
を
行
う
日
の
翌
日
以
後
の
使

用
に
係
る
給
水
料
金
か
ら
適
用
し
、
同

日
前
ま
で
の
使
用
に
係
る
給
水
料
金
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

を
可
決

　

多
治
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
２
億
７
千
９
８
８
万
円
を
増
額
し
、

３
６
７
億
５
千
４
８
０
万
３
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。
お
も
な
事
業
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
お
も
な
も
の

□
ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
務
費１

千
３
９
４
万
４
千
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
金
）
の
増
額
に
伴
い
、

謝
礼
品
や
代
行
手
数
料
が
増
加
し
た
た
め
、
報

償
費
等
の
増
額
を
行
う
も
の
で
す
。

□
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
費

５
千
８
３
１
万
３
千
円

　

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
外
壁
補
修

工
事
に
伴
い
、
工

事
請
負
費
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

□
陶
産
地
地
場
産
業
販
路
拡
張
対
策
費

４
５
５
万
８
千
円

　
（
仮
称
）
た
じ
み
陶
磁
器
商
人
館
施
設
整
備
費

補
助
に
伴
い
、
補
助
金
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

□
市
営
住
宅
施
設
整
備
費

２
千
３
２
２
万
円

　

老
朽
化
し
た
市

営
住
宅
の
解
体
に

伴
い
、
工
事
請
負

費
を
追
加
す
る
も

の
で
す
。

□
昭
和
小
近
接
校
対
応
調
理
場
建
設
事
業
費

２
千
６
６
０
万
円

　

昭
和
小
学
校
近
接
校
対
応
調
理
場
建
設
工
事

の
追
加
工
事
等
に
伴
い
、
工
事
請
負
費
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

第
７
次
多
治
見
市
総
合
計
画
基
本
計
画
の
変
更

　

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導
入
や
、
公
共
施
設

適
正
配
置
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
第
７
次
多

治
見
市
総
合
計
画
基
本
計
画
に
記
載
す
る
も
の

で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

□
精
華
小
学
校
附
属
愛
児
幼
稚
園
建
築
工
事

　
　
契
約
金
額　
３
億
６
千
５
０
４
万
円

　
　
契
約
の
方
法　
一
般
競
争
入
札

　
　
契
約
の
相
手
方　

�

多
治
見
市
大
正
町
３
丁
目

67
番
地

�　
　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
飯
田
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役　
飯
田
道
広

請
願
を
採
択

　

政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
を
採
択

し
ま
し
た
。

意
見
書
１
件
を
可
決

　

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
し

た
意
見
書
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准

を
求
め
る
意
見
書

　

あ
て
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣

12
月
定
例
会
の

おもな案件

旭ケ丘第３団地外観 総合福祉センター外観

お
も
な
案
件

お
も
な
案
件

６
月

12
月

合
計

改
正
前

２
．０
５
月
２
．２
０
月
４
．２
５
月

平
成
29
年

12
月
１
日

２
．０
５
月
２
．３
０
月
４
．３
５
月

平
成
30
年

４
月
１
日

２
．１
０
月
２
．２
５
月
４
．３
５
月
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１１月

１２月

本会議（招集～提案説明、（継続審査
となっていた事件）委員長報告～表決）
本会議（追加議案提案説明、質疑～委
員会付託）
総務常任委員会
経済建設常任委員会

〇全会一致の議案
≪条例改正≫
・職員の給与に関する条例等
・奨学基金条例
・市営住宅管理条例
・水道事業給水条例
≪平成２９年度補正予算≫
・下水道事業特別会計補正予算（第２号）
・駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
・国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
・駅北土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
・介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
・後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

２４日（金）

３０日（木）

５日（火）
６日（水）

12月定例会の会議状況

〇賛否が分かれた議案 

項　　目 議　　　　案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

吉
田
企
貴

佐
藤
信
行

渡

部

昇

渡
辺
泰
三

山
口　
真
由
美

森            

厚　　

寺
島
芳
枝

古
庄
修
一

柴
田
雅
也

松
浦
利
実

山
中
勝
正

若
尾
敏
之

三
輪
寿
子

若
林
正
人

林　　　

美

行

加
藤
元
司

若
尾
円
三
郎

安
藤
英
利

仙
石
三
喜
男

加
納
洋
一

井
上　
あ
け
み

石
田
浩
司

嶋
内
九
一

若
尾
靖
男

条例改正

市議会議員の議員報酬、費用弁
償及び期末手当に関する条例 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

○ ○ ○ ○

常勤の特別職職員の給与に関す
る条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２９年度
補正予算 一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他 第７次総合計画基本計画の変更
（公共施設適正配置計画の策定） ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

 注） ○：賛成　 ×：反対　 欠：欠席　 退：採決時に退席

12月定例会の議決結果

厚生環境教育常任委員会
総務常任委員会（請願審査）
本会議（市政一般質問）
本会議（市政一般質問）
本会議（委員長報告～表決）

７日（木）
８日（金）

１４日（木）
１５日（金）
２２日（金）

12月定例会

≪その他議案≫
・専決処分の承認（一般会計補正予算（第 5 号））
・�第７次総合計画基本計画の変更（給付型奨学金制度

の導入）
・市道路線の認定（３件）
・工事請負契約の締結
≪請願≫
・�政府に核兵器禁止条約への署名・批准を求める意見

書提出に関する請願
≪意見書≫
・政府に核兵器禁止条約への署名・批准を求める意見書

※９月定例会において継続審査となった「森の家存続に関する請願」は、平成 29 年 11 月６日に請願者から
請願の取下げ願いが提出され、11 月 24 日の本会議で取下げが承認されました。
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■ 
常
任
委
員
会
審
査
概
要 

■

議
会
の
情
報
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

３
つ
の
常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●�

承
第
４
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
に
つ
い
て

　
衆
議
院
議
員
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
た
国
民
審
査
の
支
出
金
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、「
国
か
ら
の
支
出
金
は
全
額
で
５
万
円
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
民
審
査
の
作
業
は
複
雑
で
、
約
2
0
0
人
が
１
時
間

以
上
余
分
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
89
号　

多
治
見
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

　
人
事
院
が
行
う
民
間
の
企
業
と
の
比
較
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、「
民
間
に
も
大
企
業
か
ら
中
小
の
規
模
の
企
業
ま
で
い
ろ

い
ろ
あ
り
、
国
家
公
務
員
と
給
与
を
比
較
す
る
際
に
は
、
国
家

公
務
員
と
似
た
よ
う
な
階
層
の
職
が
あ
る
も
の
を
参
考
に
す
る

と
い
う
趣
旨
で
、
事
業
所
規
模
で
50
人
以
上
の
事
業
所
を
対
象

に
調
査
を
行
っ
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
94
号　

平
成
29
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）（
所
管
部
分
）

　

広
報
た
じ
み
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
広
報
紙
の
役
割
は

即
時
性
で
は
な
く
、
市
政
情
報
を
的
確
に
伝
え
る
こ
と
な
の

で
、
そ
れ
を
市
民
に
届
け
る
。
そ
の
編
集
作
業
の
過
程
で
、

発
行
回
数
を
２
回
か
ら
１
回
に
し
た
ほ
う
が
効
率
が
よ
い
と

い
う
こ
と
で
１
回
に
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
即
時
性
の
あ
る

情
報
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
移
行
し
て

い
る
の
で
、
情
報
量
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
紙
面
構

成
等
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
情
報
量
を
増
や
し
て
も
、
見
や

す
さ
を
心
掛
け
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
92
号　

多
治
見
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
に
つ
い
て

　
「
今
、
若
者
の
定
住
化
促
進
を
考
え
た
場
合
に
、
公
営
住
宅

の
空
き
家
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
基
本
的
に
は
、
公
営

住
宅
は
若
い
夫
婦
の
方
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
次
の
住
宅
を

買
う
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
が
基
本

で
、
若
年
の
単
身
の
方
は
現
在
受
け
入
れ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
県
内
の
各
市
に
聞
い
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
若
年
の
単

身
者
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後

の
状
況
に
よ
っ
て
は
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
93
号　

多
治
見
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
に
つ
い
て

　
「
今
回
の
改
正
は
、
検
針
を
隔
月
に
移
行
す
る
改
正
だ
が
、

水
道
料
金
が
徴
収
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
水
道
料
金
に
つ

い
て
は
現
在
と
同
じ
よ
う
に
毎
月
徴
収
す
る
。
口
座
振
替
は

通
常
ど
お
り
徴
収
で
き
る
の
で
、
徴
収
で
き
な
い
こ
と
は
な

い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
94
号　

平
成
29
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）（
所
管
部
分
）

　
「
産
業
観
光
課
所
管
分
の
観
光
宣
伝
事
業
費
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

平
成
30
年
度
前
期
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
半
分
、
青
い
。」
に

●�

議
第
90
号　

多
治
見
市
奨
学
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
に
つ
い
て

　
「
対
象
者
の
条
件
に
つ
い
て
、
貧
困
対
策
で
あ
る
な
ら
ば
市

税
等
の
滞
納
の
な
い
者
と
い
う
条
件
も
緩
和
す
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
貸
付
型
か
ら
給
付
型
に
し
て
、

本
当
に
必
要
な
方
に
渡
る
よ
う
に
所
得
や
基
準
を
逆
に
厳
し

く
す
る
。
も
と
も
と
所
得
基
準
の
中
で
市
民
税
の
所
得
割
非

課
税
の
方
と
い
う
条
件
を
つ
け
て
い
く
た
め
、
市
民
税
滞
納

者
は
あ
ま
り
な
い
と
考
え
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
91
号　

多
治
見
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
に
つ
い
て

　
「
広
域
化
の
影
響
、
資
産
割
を
廃
止
し
た
場
合
の
保
険
料
は

ど
う
な
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
広
域
化
に
よ
り
、
県

が
医
療
費
の
支
払
い
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
、
市
町
村
は
支

払
い
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
く
な
る
が
、
資
格
の
管
理
や
賦

課
徴
収
等
の
事
務
に
は
変
化
は
な
い
。
ま
た
、今
回
の
試
算
は
、

平
成
29
年
度
の
状
態
で
必
要
な
保
険
料
を
確
保
す
る
た
め
に

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
増
え
る
世
帯
が
約
66
％
、

減
る
世
帯
が
約
33
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
試
算

で
あ
る
。
来
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
県
か
ら
示
さ
れ
る

納
付
金
や
個
々
の
所
得
額
等
に
影
響
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
で

確
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
国
の
激
変
緩
和
措
置
を
見
込
ん
だ
場
合
、
ど
の
よ
う
な
試

算
と
な
る
の
か
。
ま
た
国
と
し
て
激
変
緩
和
措
置
は
何
年
行

う
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
県
の
運
営
協
議
会
で
の
考

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　
若
尾　
敏
之

経
済
建
設
常
任
委
員
会委員

長　
松
浦　
利
実

厚
生
環
境
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長　
山
口
真
由
美

↖

↖
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●�

議
第 

1
0
2
号　
第
７
次
多
治
見
市
総
合
計
画
基
本
計
画

を
変
更
す
る
に
つ
い
て

　
今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
は
、
現
状
の
課
題
も
踏
ま
え
て
大
き
な

方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
現
状
が
厳
し
い
の
で
、統
合・複
合
化
、

転
用
、
廃
止
等
と
表
記
し
て
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

請
第
２
号　

政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

　
「
今
回
の
請
願
が
採
択
さ
れ
る
と
議
会
が
国
へ
意
見
書
を
出

す
こ
と
に
な
る
が
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す
る
こ
と
で
核

が
な
く
な
っ
て
い
く
と
捉
え
て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
条
約
が
批
准
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
核
廃
絶
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
ぐ
に
核
や
核
兵
器
が
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
条
約
が
で
き
れ
ば
徐
々
に
な
く
な
っ

て
い
く
と
期
待
で
き
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

関
す
る
も
の
だ
と
思
う
が
、
具
体
的
な
内
容
や
多
治
見
市

に
お
い
て
見
込
ま
れ
て
い
る
経
済
効
果
は
ど
の
よ
う
か
」
と

の
質
疑
に
対
し
、「
内
容
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
情
報
誌
ス
テ
ラ
へ
の
掲

載
、
東
濃
ぐ
る
り
ん
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
製
、
旅
ま
つ

り
等
展
示
会
へ
の
出
展
、
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
の
作
成
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。
経
済
効
果
と
し
て
は
、
周
遊
ツ
ア
ー
な
ど
で
多

治
見
市
に
寄
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
96
号　

平
成
29
年
度
多
治
見
市
駐
車
場
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
「
時
間
貸
し
利
用
が
伸
び
て
い
っ
た
場
合
、
定
期
分
の
制
限

な
ど
の
対
応
は
考
え
て
い
く
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
定

期
よ
り
も
時
間
貸
し
の
ほ
う
が
収
入
が
よ
い
の
で
、
今
後
、

時
間
貸
し
の
需
要
が
多
く
な
れ
ば
、
定
期
の
利
用
分
と
調

整
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

え
方
に
も
よ
る
が
、
来
年
の
２
月
に
県
か
ら
示
さ
れ
る
納

付
金
の
状
況
を
見
て
、
来
年
度
の
保
険
料
率
を
定
め
、
保
険

料
等
を
計
算
し
て
い
く
。
今
の
と
こ
ろ
６
年
を
め
ど
に
激
変

緩
和
す
る
と
い
う
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
今
回
の
広
域
化
は
、

財
政
面
は
県
が
ま
と
め
る
の
で
、
市
町
村
は
保
険
者
と
し
て

保
健
事
業
に
な
お
一
層
の
努
力
を
し
、
医
療
費
の
削
減
や
適

正
化
に
努
め
て
く
だ
さ
い
と
い
う
別
の
目
的
も
あ
る
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
94
号　

平
成
29
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）（
所
管
部
分
）

　
「
た
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
の
第
三
者
委
員
は
、
ど
う
い
っ
た
方
を

委
嘱
す
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
教
育
相
談
業
務
経
験

者
、
主
任
児
童
委
員
、
弁
護
士
を
想
定
し
て
い
る
が
、
相
談

の
内
容
に
よ
っ
て
適
切
な
委
員
を
調
整
す
る
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

事件番号 件名 審査結果

承 第 ４ 号 専決処分の承認を求めるについて 承認すべ
きもの

議第87号
多治見市議会議員の議員報酬、
費用弁償及び期末手当に関する
条例の一部を改正するについて

原案可決

議第88号
多治見市常勤の特別職職員の給
与に関する条例の一部を改正す
るについて

議第89号 多治見市職員の給与に関する条
例等の一部を改正するについて

議第94号 平成29年度多治見市一般会計補
正予算（第６号）（所管部分）

議第102号 第７次多治見市総合計画基本計
画を変更するについて

請 第 ２ 号
政府に核兵器禁止条約への署名・
批准を求める意見書提出に関す
る請願

採択すべ
きもの

事件番号 件名 審査結果

議第92号 多治見市営住宅管理条例の一部を
改正するについて

原案可決

議第93号 多治見市水道事業給水条例の一部
を改正するについて

議第94号 平成29年度多治見市一般会計補
正予算（第６号）（所管部分）

議第95号 平成29年度多治見市下水道事業
特別会計補正予算（第２号）

議第96号 平成29年度多治見市駐車場事業
特別会計補正予算（第１号）

議第98号 平成29年度多治見駅北土地区画整
理事業特別会計補正予算（第１号）

議第103号 市道路線の認定について
議第104号 市道路線の認定について
議第105号 市道路線の認定について

事件番号 件名 審査結果

議第90号 多治見市奨学基金条例の一部を
改正するについて

原案可決

議第91号 多治見市国民健康保険条例の一
部を改正するについて

議第94号 平成29年度多治見市一般会計補
正予算（第６号）（所管部分）

議第97号 平成29年度多治見市国民健康保
険事業特別会計補正予算（第２号）

議第99号 平成29年度多治見市介護保険事
業特別会計補正予算（第２号）

議第100号 平成29年度多治見市後期高齢者
医療特別会計補正予算（第３号）

議第101号 第７次多治見市総合計画基本計
画を変更するについて

議第106号 工事請負契約の締結について

付託された議案

付託された議案

付託された議案

常任委員会審査概要

↘

↘
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市政一般質問
　市政一般質問は、議案質疑のほかに市政全般にわたって市の行政事務の状況や将来に対する方針などをた
だすもので、定例会に限って行われます。
　今回は15人の議員が登壇し、市の考えを尋ねました。
　６ページから13ページまで、登壇順に主な内容を掲載しています。

●森　　　厚 議員 誰もが快適に暮らせるスマート社
会の創出にむけて 6Ｐ

●渡辺　泰三 議員 国際陶磁器フェスティバル美濃
'17について 7Ｐ

●佐藤　信行 議員 重度障がい者の自立を応援する
24時間の介護体制について 7Ｐ

●若尾　敏之 議員 多治見市の未来を担う子どもの
ために 8Ｐ

●渡部　　昇 議員 多治見市の障がい者雇用の取り
組みについて 8Ｐ

●古庄　修一 議員 いじめ対策について 9Ｐ

●寺島　芳枝 議員 誰もが投票しやすい環境に 9Ｐ

●三輪　寿子 議員 スポーツ指導のあり方について 10Ｐ

●若林　正人 議員 ジュニア期のスポーツ推進及び
スポーツ環境整備について 10Ｐ

●安藤　英利 議員 こどもの教育環境を考える～正規
職員と非正規職員について～ 11Ｐ

●吉田　企貴 議員 小中学校におけるエアコン設置の
方向性について 11Ｐ

●山口真由美 議員
「口腔崩壊の子どもたち」28年
度学校保健統計調査から見える
背景

12Ｐ

●仙石三喜男 議員 新本庁舎建設に係る課題について 12Ｐ

●林　　美行 議員 公共施設適正配置計画について
基本的な考え方を問う 13Ｐ

●井上あけみ 議員 子どもたちのより健全な食をめざ
して「食育基本条例」の制定を！ 13Ｐ

市政一般質問

誰
も
が
快
適
に
暮
ら
せ
る

ス
マ
ー
ト
社
会
の
創
出
に
む
け
て

森
も り

　　　厚
あつし

交
通
渋
滞
緩
和
策
と
し
て
、
道
路
の
拡
幅

等
を
行
う
の
で
は
な
く
、
既
存
の
道
路
を

最
大
限
活
用
す
る
た
め
情
報
通
信
技
術

の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

�【
都
市
計
画
部
長
】
本
市
は
、
土
岐
川
と

Ｊ
Ｒ
中
央
線
に
よ
り
南
北
に
分
断
さ
れ

て
い
る
た
め
、
南
北
を
通
行
す
る
車
は
橋

が
あ
る
道
路
に
集
中
し
、
渋
滞
が
発
生
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
情
報
通
信
技
術
の
利
用
は
、
交
通
の
分

散
を
主
目
的
と
し
て
お
り
、
分
散
で
き
る

道
路
が
少
な
い
現
状
で
は
交
通
渋
滞
緩

和
策
と
し
て
の
効
果
は
小
さ
く
、
検
討
す

る
予
定
は
な
い
。

��

駅
南
再
開
発
地
区
を
モ
デ
ル
地
域
と
し

て
、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル
（
情
報
通
信

技
術
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
建
物
単
体
の
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
収

支
が
ゼ
ロ
の
建
物
）
や
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
（
電
気
の
使
用
量
を
計
測
す
る
機
能

や
通
信
機
能
を
備
え
た
電
気
メ
ー
タ
ー
）

な
ど
の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
市
長
】
駅
南
地
区
再
開
発
準
備
組
合
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
当
然
、
現
代
建
築
に

　
「
人
・
物
・
情
報
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
つ
な
げ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
生
活
イ
ン

フ
ラ
を
管
理
す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
や
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

経
済
を
循
環
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
質
問
す
る
。

お
け
る
種
々
の
省
エ
ネ
手
法
は
可
能
な

限
り
導
入
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

御
提
案
の
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
同

組
合
の
一
員
と
し
て
、
費
用
対
効
果
の

検
討
を
提
案
し
て
い
く
。

公
用
車
に
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
、
路
面
の

状
況
を
本
庁
舎
等
に
集
約
す
る
こ
と
で
、

道
路
補
修
の
業
務
を
効
率
化
す
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

【
建
設
部
長
】
道
路
管
理
の
効
率
化
に
向

け
、
国
や
民
間
で
調
査
研
究
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
地

方
自
治
体
で
の
実
用
化
に
は
ま
だ
時
間

を
要
す
る
た
め
、
引
き
続
き
目
視
確
認

に
よ
る
す
み
や
か
な
道
路
維
持
補
修
を

行
っ
て
い
く
。
今
後
も
効
率
化
に
つ
な

が
る
新
技
術
に
つ
い
て
広
く
ア
ン
テ
ナ

を
張
り
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

観
光
客
が
観
光
地
で
撮
影
し
た
写
真
を

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
化
さ
れ

た
ポ
ス
タ
ー
、
看
板
な
ど
）
に
転
送
、

表
示
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
光
地
の

状
況
を
公
開
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
経
済
部
長
】
現
時
点
で
は
、
そ
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
予
定
は
な
い
。
今

後
も
、
先
進
事
例
を
参
考
に
、
本
市
の

観
光
Ｐ
Ｒ
に
有
効
な
技
術
に
つ
い
て
継

続
的
に
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

問問

問 問

答答

答 答
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国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

美
濃
’17
に
つ
い
て

渡
わ た な べ

辺　泰
た い

三
ぞ う

各
地
区
に
美
濃
焼
の
す
ば
ら
し
い
陶
磁

器
が
展
示
し
て
あ
っ
た
が
、
全
国
の
陶
磁

器
産
地
に
は
宣
伝
し
た
か
。

【
市
長
】
全
国
の
陶
産
地
へ
は
、
ポ
ス

タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
送
付
し
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組

合
連
合
会
お
よ
び
日
本
陶
磁
器
工
業
協

同
組
合
連
合
会
等
を
通
じ
て
、
積
極
的
な

宣
伝
を
実
施
し
た
。

�

多
治
見
市
の
会
場
は
バ
ス
で
行
け
た
が
、

他
の
会
場
へ
は
マ
イ
カ
ー
か
タ
ク
シ
ー

で
な
い
と
困
難
で
あ
っ
た
。
次
回
は
７
カ

所
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
は
い

か
が
か
。

【
経
済
部
長
】
第
９
回
（
２
０
１
１
年
）

の
と
き
に
３
市
の
主
要
施
設
巡
回
用
に

10
ル
ー
ト
を
運
行
し
た
が
、
１
日
当
た

り
の
平
均
乗
車
人
数
は
5
・
1
人
と
少
な

か
っ
た
た
め
、
前
回
か
ら
実
施
し
て
お
ら

ず
、
次
回
も
運
行
の
予
定
は
な
い
。

土
岐
市
、
瑞
浪
市
、
可
児
市
の
会
場
が
わ

か
り
に
く
か
っ
た
た
め
、
今
後
、
看
板
や

の
ぼ
り
旗
を
立
て
る
な
ど
、
わ
か
り
や
す

く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
は
い
か
が

か
。

【
経
済
部
長
】
昨
年
度
か
ら
７
館
の
責

　

国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
美
濃
’17

の
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
ぐ
る
っ
と
パ
ス
」

は
よ
い
企
画
で
あ
っ
た
と
思
い
、
以
下
の

質
問
を
す
る
。

任
者
と
会
議
で
意
思
疎
通
を
行
い
、
各

館
に
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
配
付
し

た
。
案
内
看
板
や
の
ぼ
り
旗
な
ど
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
記
念
品
は
セ
ラ

ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
で
し
か
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
ど
こ

の
会
場
で
も
受
け
取
れ
る
よ
う
に
で
き

な
い
か
。

【
経
済
部
長
】
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
今

回
が
初
め
て
で
あ
り
、
メ
イ
ン
会
場
の

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
で
お
渡

し
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

今
回
、
グ
ラ
ン
プ
リ
の
該
当
者
が
い
な

か
っ
た
が
、
賞
金
１
千
万
円
は
今
後
ど

う
な
る
の
か
。

�【
経
済
部
長
】
賞
金
１
千
万
円
は
、
全
体

の
収
支
の
中
で
繰
越
金
と
し
て
処
理
さ

れ
る
。

問問問

問問

答答答

答答

重
度
障
が
い
者
の
自
立
を
応
援
す
る

24
時
間
の
介
護
体
制
に
つ
い
て

佐
さ

藤
と う

　信
の ぶ ゆ き

行

①
重
度
訪
問
介
護
の
利
用
状
況
は
ど
の

よ
う
か
。
②
24
時
間
介
護
を
利
用
し
た
い

と
い
う
相
談
は
あ
る
か
。
③
長
時
間
重
度

訪
問
介
護
を
利
用
し
た
い
と
い
う
相
談

は
あ
る
か
。

��【
福
祉
部
長
】
①
利
用
者
は
１
名
。
②
福

祉
課
に
お
い
て
、
利
用
し
た
い
と
の
相
談

を
受
け
て
い
る
案
件
は
な
い
。
③
将
来
一

人
暮
ら
し
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
窓

口
に
相
談
が
あ
っ
た
。

①
24
時
間
体
制
に
対
す
る
支
給
に
つ
い

て
。
②
24
時
間
体
制
を
実
施
す
る
場
合
の

課
題
に
つ
い
て
。

【
市
長
】
①
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
に
つ

い
て
、
対
象
者
の
方
か
ら
希
望
が
あ
っ
た

と
き
は
、
国
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
、

介
護
者
や
本
人
の
生
活
状
況
を
勘
案
し
、

24
時
間
の
介
護
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合

に
支
給
し
て
い
る
。
②
市
内
の
事
業
所
は

小
規
模
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
３
６
５
日
24

時
間
で
の
ヘ
ル
パ
ー
確
保
が
困
難
な
こ
と

か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
長
期
的
か
つ
継
続
的

に
提
供
で
き
る
事
業
所
の
確
保
が
課
題
で

あ
る
。
現
在
は
、
名
古
屋
市
等
都
市
部
の

事
業
所
を
紹
介
し
て
対
応
し
て
い
る
。

本
市
は
、
重
度
訪
問
介
護
の
認
定
基
準
が

少
し
厳
し
い
と
の
意
見
を
聞
く
が
、
そ
の

　

重
度
障
が
い
者
が
自
立
し
た
い
と
望
む

と
き
、
そ
れ
を
支
え
る
の
は
長
時
間
の
重

度
訪
問
介
護
で
あ
る
と
思
い
質
問
す
る
。

点
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
福
祉
部
長
】
本
人
の
い
ろ
い
ろ
な
状
況

を
勘
案
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も

の
で
あ
る
。
重
度
訪
問
介
護
が
必
要
な

場
合
は
、
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
事
業

所
を
探
し
て
、
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
く

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

事
業
所
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
財
源

が
な
い
か
ら
で
き
な
い
と
い
う
体
制
で

は
な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

【
市
長
】
財
源
が
な
い
か
ら
で
き
な
い
と

い
う
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
３
６
５
日
24

時
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ
な
い
と

い
う
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

親
が
い
る
か
ら
今
ま
で
ど
お
り
生
活
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
覚
で
窓

口
対
応
を
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
か
。

【
福
祉
部
長
】
一
切
な
い
。

問問問

問問

答答

答答 答

国際陶磁器フェスティバル美濃’17ポスター
（国際陶磁器フェスティバル美濃実行委員会提供）

重
度
訪
問
介
護
：
重
度
の
肢
体
不
自
由
者

又
は
重
度
の
知
的
障
害
者
若
し
く
は
精
神

障
害
に
よ
り
行
動
上
著
し
い
困
難
を
有
す

る
者
で
あ
っ
て
、
常
時
介
護
を
要
す
る
障

害
者
が
、
居
宅
に
お
い
て
、
入
浴
、
排
せ

つ
及
び
食
事
等
の
介
護
、
調
理
、
洗
濯
及

び
掃
除
等
の
家
事
並
び
に
生
活
等
に
関
す

る
相
談
及
び
助
言
そ
の
他
の
生
活
全
般
に

わ
た
る
援
助
並
び
に
外
出
時
に
お
け
る
移

動
中
の
介
護
を
総
合
的
に
提
供
す
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
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多
治
見
市
の
障
が
い
者
雇
用
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

渡
わ た な べ

部　　昇
のぼる

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
障
が
い
者
雇
用
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。
ま

た
、
障
が
い
者
の
採
用
基
準
、
今
年
度
の

雇
用
率
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

【
市
長
】
障
が
い
者
が
働
き
や
す
い
職
場

に
は
、
一
緒
に
働
く
職
員
の
理
解
や
配
慮

が
最
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
障
が
い
の

種
類
や
程
度
に
合
わ
せ
た
業
務
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、

法
定
雇
用
率
を
充
足
す
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。
な
お
、
現
在
、
多
治
見
駅
の
通

路
の
清
掃
や
公
用
車
の
洗
車
、
本
庁
舎
の

売
店
の
運
営
を
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
し

て
い
る
。
見
え
る
と
こ
ろ
で
と
も
に
働
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て

い
く
。

【
企
画
部
長
】
市
職
員
に
は
正
規
、
非
正

規
を
問
わ
ず
障
が
い
者
を
雇
用
し
、
平
成

29
年
度
に
お
け
る
雇
用
率
は
３
．
０
６
％

　
平
成
30
年
４
月
１
日
、
改
正
障
害
者
雇
用

促
進
法
が
施
行
さ
れ
、
障
が
い
者
の
法
定
雇

用
率
が
民
間
企
業
は
２
．０
％
か
ら
２
．２
％

に
、
国
と
地
方
公
共
団
体
等
は
２
．
３
％
か

ら
２
．
５
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

法
定
雇
用
率
の
算
定
基
礎
の
対
象
に
、
新
た

に
精
神
障
が
い
者
が
加
え
ら
れ
る
。
ま
だ
発

展
途
上
の
民
間
企
業
の
障
が
い
者
雇
用
の
現

状
を
踏
ま
え
、
本
市
が
率
先
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
質
問
す
る
。

で
あ
る
。
障
が
い
の
あ
る
方
を
採
用
す
る

条
件
は
、
少
な
く
と
も
介
助
者
な
し
に
職

務
の
遂
行
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

障
が
い
者
の
中
で
も
外
見
で
わ
か
り
づ

ら
い
知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者

の
雇
用
状
況
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
か
。

�【
企
画
部
長
】
現
在
、
正
規
職
員
と
し
て

知
的
障
が
い
者
を
１
人
雇
用
し
て
お
り
、

技
能
労
務
職
と
し
て
定
型
的
業
務
に
従

事
し
て
い
る
。
今
後
も
、
引
き
続
き
業

務
へ
の
適
性
を
考
慮
し
つ
つ
雇
用
の
可

能
性
を
検
討
す
る
。

障
が
い
者
雇
用
の
拡
大
に
向
け
て
、
市

内
企
業
へ
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
か
。

【
福
祉
部
長
】
障
が
い
者
の
一
般
就
労
の

支
援
主
体
は
主
に
国
・
県
で
あ
り
、
市
内

に
お
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
に
加

え
、
障
が
い
者
就
業・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
テ
ラ
イ
ト
ｔ
が
実
施
し
て
い
る
。
同
セ

ン
タ
ー
で
は
、
障
が
い
者
に
対
し
、
相
談

や
指
導
を
行
う
ほ
か
、
事
業
所
に
対
し
、

障
が
い
の
特
性
を
踏
ま
え
た
雇
用
管
理

や
、
作
業
環
境
に
関
す
る
提
案
、
助
言
を

行
う
。

　
本
市
で
は
、
以
前
か
ら
こ
れ
ら
の
事
業

所
と
の
連
携
に
よ
り
、
障
が
い
者
本
人
や

相
談
の
あ
っ
た
企
業
へ
の
助
言
等
を
行
っ

て
い
る
。

問

問問

答答

答答

多
治
見
市
の
未
来
を
担
う

子
ど
も
の
た
め
に

若
わ か

尾
お

　敏
と し ゆ き

之
�

18
歳
の
ア
イ
ド
ル
歌
手
の
命
を
奪
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
「
致
死
性
不
整
脈
」
の
発

症
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

小
中
高
生
を
守
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
致
死
性
不
整
脈
は
、
日
常
的

な
検
査
で
は
把
握
で
き
な
い
。
対
策
と
し

て
、
教
職
員
だ
け
で
な
く
全
小
中
学
校
で

小
学
６
年
生
、
中
学
１・
２
年
生
を
対
象

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
学
習
や
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
。

【
消
防
長
】
高
等
学
校
は
市
内
４
校
の
１

年
生
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を

含
め
た
救
急
講
習
を
行
っ
て
い
る
。

��

発
症
予
測
に
有
効
な
手
段
は
心
磁
図
検

査
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
検
査
が
で

き
る
施
設
が
県
内
に
は
な
い
。
本
市
に
設

置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
市
長
】
岐
阜
県
へ
は
、
県
議
会
議
員
を

通
じ
て
県
立
病
院
へ
の
設
置
に
つ
い
て

伝
え
た
い
。
ま
た
、
木
澤
記
念
病
院
に
も

多
治
見
市
民
病
院
へ
の
設
置
に
つ
い
て

伝
え
た
い
。

�

平
和
の
大
切
さ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世

に
語
り
継
ぐ
た
め
、
多
治
見
市
戦
没
者
追

悼
式
に
次
の
世
代
を
担
う
小
中
学
生
を

参
列
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は

ど
の
よ
う
か
。

　
多
治
見
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
た
め

と
し
、
３
項
目
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

【
市
長
】
児
童
生
徒
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

遺
族
会
の
意
向
を
確
認
し
た
い
。
た
だ

し
、
全
市
的
に
児
童
生
徒
を
出
席
さ
せ

る
こ
と
は
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
困

難
で
あ
る
た
め
、
別
の
方
法
で
の
参
加

に
つ
い
て
今
後
検
討
し
た
い
。

【
教
育
長
】
平
和
教
育
に
は
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
中
学
校
で
は
国

語
や
社
会
の
授
業
を
中
心
に
学
習
を
し

て
お
り
、
ま
た
、
修
学
旅
行
で
広
島
や

長
崎
を
訪
れ
、
体
験
的
な
学
習
を
し
て

い
る
学
校
も
あ
る
。
小
学
校
で
は
２
校

に
お
い
て
、
多
治
見
空
襲
を
語
り
継
ぐ

会
等
か
ら
講
師
を
招
き
、
学
習
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
う
し

た
地
域
の
方
か
ら
直
接
学
ぶ
学
習
が
多

く
の
学
校
に
広
が
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
に
よ
り
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
が
発
令
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
小

中
学
生
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

指
導
し
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た

め
、
教
育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
市
全

体
で
対
応
し
て
い
る
。
登
校
前
は
自
宅

待
機
、
登
校
後
は
学
校
待
機
、
登
下
校

中
は
、
ま
ず
身
を
守
り
、
学
校
ま
た
は

家
庭
へ
移
動
と
い
う
原
則
的
な
対
応
方

針
を
学
校
と
保
護
者
に
周
知
し
た
。

問問問

問

答答

答答答

答
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い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

古
ふ る

庄
しょう

　修
しゅう

一
い ち

本
市
は
「
い
じ
め
防
止
看
板
等
の
設
置
に

関
す
る
協
定
」
を
結
び
、
市
内
一
円
の
電

柱
に
い
じ
め
防
止
看
板
が
掲
出
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
現
状
は
ど
う
か
。

【
副
教
育
長
】
趣
旨
に
賛
同
す
る
企
業
が
、

掲
出
を
希
望
す
る
電
柱
と
い
じ
め
防
止
標

語
を
選
出
す
る
。
い
じ
め
防
止
標
語
は
、

看
板
を
掲
出
す
る
地
域
の
小
中
学
校
か
ら

応
募
の
あ
っ
た
標
語
の
中
か
ら
選
出
し

て
い
る
。
11
月
末
現
在
、
93
本
の
電
柱
に

標
語
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
中
に

は
市
内
全
小
中
学
校
地
域
に
掲
出
を
予
定

し
、
今
後
も
増
加
の
見
込
み
で
あ
る
。

��

現
在
、
い
じ
め
防
止
看
板
の
多
く
は
学
校

付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
児
童
館
や

公
民
館
な
ど
子
ど
も
が
集
ま
る
場
所
に

も
掲
出
で
き
な
い
か
。

【
副
教
育
長
】
看
板
を
設
置
す
る
事
業
者

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

�

遠
方
か
ら
さ
わ
ら
び
学
級
に
通
う
児
童

生
徒
へ
、
送
迎
等
何
ら
か
の
支
援
は
で
き

な
い
か
。

【
副
教
育
長
】
さ
わ
ら
び
学
級
へ
通
う
児

童
生
徒
は
、
様
々
な
事
情
で
自
ら
通
級

す
る
こ
と
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
が
施
行
さ
れ

て
４
年
が
経
っ
た
。
い
じ
め
の
な
い
社
会

へ
と
い
う
思
い
か
ら
、
ま
た
、
本
市
に
お

い
て
大
き
な
事
故
に
至
ら
ぬ
こ
と
を
願
い

質
問
す
る
。

ど
で
あ
り
、
保
護
者
が
送
迎
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
通
級
が
不
定
期
で
あ
る
こ

と
、
バ
ス
等
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
送
迎
に
関
す
る
特
別

な
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

学
校
現
場
に
お
け
る
教
師
の
過
重
労
働

に
つ
い
て
の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

【
市
長
】
勤
務
の
適
正
化
や
業
務
改
善
に

向
け
た
講
演
や
研
修
を
行
い
、
お
盆
、

年
末
年
始
の
電
話
番
の
廃
止
な
ど
、
各

学
校
長
と
協
議
し
な
が
ら
改
善
を
進
め

て
い
る
。

【
副
教
育
長
】
９
月
時
点
で
月
80
時
間
以

上
の
時
間
外
勤
務
を
行
っ
た
教
員
は
小

学
校
で
31
人
、
中
学
校
で
47
人
と
、
６

月
時
点
よ
り
小
学
校
は
減
少
し
て
い
る
。

今
後
も
勤
務
の
適
正
化
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

�

教
師
の
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
実
施
す
る
考

え
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】
岐
阜
県
で
は
、
毎
月
「
８
」

の
つ
く
日
を
「
早
く
家
庭
に
帰
る
日
」

と
し
て
、
校
長
会
と
連
携
し
な
が
ら
教

職
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
る
。

問問問

問問

答

答答答

答答

誰
も
が
投
票
し
や
す
い
環
境
に

寺
て ら

島
し ま

　芳
よ し

枝
え

多
治
見
市
版
選
挙
手
帳
を
作
成
し
配
布

す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
者
の
継
続
し
た
投

票
の
き
っ
か
け
に
し
て
は
ど
う
か
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
】
選
挙
手
帳
、

選
挙
パ
ス
ポ
ー
ト
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
啓

発
の
一
手
段
と
し
て
、
先
行
自
治
体
の
実

施
状
況
を
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

投
票
用
紙
の
交
付
は
、
本
来
個
別
に
行
う
べ

き
で
あ
る
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
で
ま
と
め

て
行
う
場
合
は
、
小
選
挙
区
の
投
票
を
し

た
後
、
比
例
代
表
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
（
以
下
、「
国
民
審
査
」）
の
投

票
用
紙
を一緒
に
交
付
し
、
投
票
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
、
投
票
順
序
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
国
民
審
査
の
投
票

順
序
の
見
直
し
や
投
票
方
法
の
わ
か
り
や
す

い
周
知
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
】
国
民
審
査

の
投
票
用
紙
は
、
小
選
挙
区
の
投
票
用
紙

を
交
付
す
る
際
に
併
せ
て
交
付
し
て
き
た
。

比
例
代
表
と
国
民
審
査
を
併
せ
て
交
付
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
。

期
日
前
宣
誓
書
に
お
け
る
当
日
投
票
が

で
き
な
い
事
由
に
、「
天
災
又
は
悪
天
候

に
よ
り
投
票
所
に
到
達
困
難
」
を
追
加
し

て
は
ど
う
か
。

　
先
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
総
選
挙
に
お
い
て
、

市
民
か
ら
い
た
だ
い
た
疑
問
や
提
案
、
そ
し

て
他
市
の
事
例
を
も
と
に
質
問
、
提
案
す
る
。

�【
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
】
今
回
の
投

票
所
入
場
券
に
つ
い
て
は
、
①
台
風
接

近
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
、
②
解
散

し
た
前
日
が
印
刷
締
切
日
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
記
載
で
き
な
か
っ
た
。

超
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
、
移
動
期
日

前
投
票
所
（
カ
ー
）
の
調
査
研
究
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
】
本
市
の
区

域
を
踏
ま
え
、
必
要
な
い
も
の
と
し
て

当
初
か
ら
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

期
日
前
投
票
所
を
細
か
く
設
置
し
て
い
る

市
も
あ
る
。
笠
原
中
央
公
民
館
、
根
本
交

流
セ
ン
タ
ー
を
期
日
前
投
票
所
に
加
え
る

な
ど
、
増
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
】
選
挙
人
の

利
便
性
向
上
な
ど
利
点
も
あ
る
が
、
投

票
箱
や
投
票
用
紙
の
管
理
、
事
務
従
事

者
や
投
票
立
会
人
の
人
員
確
保
、
さ
ら

に
、
市
庁
舎
以
外
の
施
設
を
期
日
前
投

票
期
間
中
に
独
占
し
て
使
用
す
る
な
ど

の
課
題
が
多
い
。
当
面
、
本
庁
舎
と
駅

北
庁
舎
２
カ
所
で
行
っ
て
い
く
。

【
市
長
】
増
設
す
る
考
え
は
な
い
が
、
現

行
の
２
カ
所
の
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め

る
。
ま
た
、
投
票
所
内
の
配
置
や
投
票
の

順
序
等
、
提
案
い
た
だ
い
た
こ
と
を
検
討

し
、
次
回
の
選
挙
に
生
か
し
て
い
く
。

問問問

問問

答答

答 答答答
そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
所
有
者
不
明
の
土
地
を
増
や
さ
な
い

た
め
に

市内のいじめ防止看板
（古庄修一撮影）
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ジ
ュ
ニ
ア
期
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
及
び

ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
に
つ
い
て

若
わ か

林
ばやし

　正
ま さ

人
と

ジ
ュ
ニ
ア
期
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
手
法

と
し
て
、
現
行
の
部
活
動
と
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
並
列
制
度
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
。

��【
市
長
】
本
市
の
制
度
は
、
文
部
科
学
省

を
は
じ
め
他
の
自
治
体
等
か
ら
注
目
を

集
め
、
多
く
の
視
察
を
受
け
て
い
る
。
学

校
教
育
と
社
会
教
育
が
役
割
を
分
担
・
連

携
し
て
ジ
ュ
ニ
ア
期
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
充
実
を
図
る
本
市
の
制
度
は
、
適
切
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
導
入
目
的
は
、
競
技

力
の
向
上
、
拘
束
さ
れ
な
い
余
暇
の
活

用
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
だ
と
考
え
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
評
価
は
ど
の

よ
う
か
。

��【
副
教
育
長
】
部
活
動
で
は
専
門
知
識
を

持
た
な
い
教
員
が
顧
問
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
専

門
知
識
を
持
つ
指
導
者
が
指
導
に
当
た

る
た
め
、
競
技
へ
の
理
解
や
競
技
レ
ベ
ル

の
向
上
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
余
暇
を

　
本
市
が
平
成
15
年
に
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
制

度
を
導
入
し
て
14
年
が
経
過
し
た
が
、
そ
の

間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
ま
く
環
境
は
大
き
く

変
わ
っ
た
。
少
子
化
が
進
む
中
、
本
市
に
お

け
る
ジ
ュ
ニ
ア
期
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
、
一
度
原
点
に
返
り
、
再
構

築
を
図
る
時
期
に
き
て
い
る
と
の
思
い
で
質

問
す
る
。

生
か
し
て
部
活
動
や
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

に
な
い
種
目
に
取
り
組
む
生
徒
や
、
地

域
の
行
事
、
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る

土
曜
学
習
等
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
、
活
動
す
る
生
徒
が
多
く
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
教
職
員
は
、
授
業
準
備

等
に
多
く
の
時
間
を
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
の
制
度
は
、
平
成
12
年
に
国
が
策

定
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
か
ら

導
き
出
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

同
計
画
で
は
５
年
ご
と
に
検
証
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
制
度
の

検
証
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
。

【
副
教
育
長
】
平
成
25
年
度
に
部
活
動
ク

ラ
ブ
活
動
検
討
会
議
を
設
置
し
て
課
題
解

決
を
検
討
し
、
平
成
27
年
４
月
に
提
言
書

と
し
て
ま
と
め
た
。

国
は
、
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
の
推
進
を

求
め
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は
こ

い
ず
み
総
合
ク
ラ
ブ
を
除
き
、
総
合
型

地
域
ク
ラ
ブ
の
設
置
が
進
ん
で
い
な
い
。

そ
の
理
由
と
、
設
置
推
進
の
た
め
の
支

援
は
ど
の
よ
う
か
。

【
環
境
文
化
部
長
】少
子
化
に
よ
り
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
団
体
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
や
、
運
営
を
担
う
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
発
掘
が
困
難
な
こ
と
が
主
因
で

あ
る
。
本
市
と
し
て
は
、
設
立
費
と
３
年

間
の
運
営
費
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問問

問問

答答

答答

ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て

三
み

輪
わ

　寿
ひ さ

子
こ

ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
お
い
て
、
勝
利
至
上
主

義
に
よ
る
過
熱
指
導
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
指
導
の
あ
り
方
を
改
め
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
再

発
防
止
策
を
と
ら
れ
る
の
か
。

【
環
境
文
化
部
長
】
本
市
で
は
、
市
、
教

育
委
員
会
、
学
校
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、

保
護
者
が
連
携
し
、
体
罰
や
言
葉
の
暴
力

な
ど
行
き
過
ぎ
た
指
導
の
防
止
を
徹
底

し
て
い
る
。
ま
た
、
指
導
者
の
資
質
向
上

を
図
る
た
め
、
年
２
回
指
導
者
講
習
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
健
全
な
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
育
成
の
た
め
、
適
宜
「
ジ
ュ
ニ

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
「
運
動
部
活
動
等
に
関
す

る
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
公
立
中
学
校
の

運
動
部
の
主
担
当
顧
問
教
員
の
半
数
以
上
が

「
自
身
の
心
身
の
疲
労
・
休
息
不
足
」
を
感

じ
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
教
育
審
議
会
「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
特
別
部
会
」
は
、

中
間
ま
と
め
（
案
）
を
発
表
し
、
部
活
動
に

お
い
て
は
、
外
部
指
導
員
で
対
応
す
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
る
。
本
市
の
子
ど
も
た
ち
が

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、楽
し
く
健
全
に
成
長
、

発
達
で
き
る
よ
う
、
ま
た
子
ど
も
の
権
利
が

守
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政
の
責
任
者
と
し
て

地
域
や
学
校
、
親
た
ち
と
連
携
し
な
が
ら
体

罰
、
暴
力
の
根
絶
に
向
け
て
再
発
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
あ
り
方
つ
い
て
質
問
す
る
。

ア
期
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
改
正
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
部

活
動
・
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
把
握
す

る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施

す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

【
副
教
育
長
】
本
市
の
制
度
は
、
文
部
科

学
省
を
は
じ
め
、
他
の
自
治
体
等
か
ら
、

ジ
ュ
ニ
ア
期
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

を
図
る
実
践
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
現
段
階
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

予
定
は
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
に
、
学
校
、
関
係
課
、

保
護
者
、
指
導
者
と
連
携
し
、
本
制
度

を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
努
力
は
継
続

し
て
い
き
た
い
。

「
ジ
ュ
ニ
ア
期
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
具
体
的
な
改
正
内
容
は
ど

の
よ
う
か
。
ま
た
、
行
き
過
ぎ
た
指
導

の
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

【
環
境
文
化
部
長
】
体
育
協
会
の
倫
理
規

程
等
を
参
考
に
、
倫
理
面
の
強
化
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
再
発
防
止
策
と
し

て
は
、
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

問

問問

答

答答
そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
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小
中
学
校
に
お
け
る

エ
ア
コ
ン
設
置
の
方
向
性
に
つ
い
て

吉
よ し

田
だ

　企
も と

貴
た か

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
場
合
、
全
小
中
学

校
に
一
斉
に
設
置
す
る
の
か
。
そ
れ
と
も

順
次
設
置
す
る
の
か
。

�【
市
長
】
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

順
次
行
う
よ
う
全
庁
的
に
議
論
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
設
置
し
て
最
も
効
果

が
高
い
と
こ
ろ
、
最
も
必
要
と
思
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
設
置
し
よ
う
と
議
論

し
て
い
る
。

　

保
育
園
か
幼
稚
園
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、

休
み
が
少
な
い
保
育
園
を
優
先
す
べ
き

で
あ
ろ
う
、
小
学
校
か
中
学
校
か
と
言
わ

れ
れ
ば
、
体
力
的
に
弱
い
小
学
校
を
優
先

す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
、
教
育
委
員
会
の
み

な
ら
ず
、
福
祉
部
も
交
え
、
す
べ
て
の
中

で
ど
う
い
う
順
番
で
設
置
す
る
の
か
議

論
を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

校
舎
建
て
替
え
や
長
寿
命
化
工
事
に
合

わ
せ
て
エ
ア
コ
ン
整
備
を
行
う
可
能
性

は
あ
る
か
。

【
教
育
長
】
事
業
費
の
縮
減
や
二
重
投
資

の
回
避
、
児
童
生
徒
へ
の
負
担
の
軽
減
な

ど
の
観
点
か
ら
、
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
う

建
て
替
え
や
学
校
の
長
寿
命
化
工
事
の

実
施
時
が
エ
ア
コ
ン
設
置
の
契
機
と
な

　

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
も

は
や
時
代
の
流
れ
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

市
内
小
中
学
校
へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て

い
く
場
合
、
本
市
が
考
慮
す
べ
き
方
向
性

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

冷
房
の
み
で
は
な
く
暖
房
機
能
も
加
え

る
こ
と
で
、
年
間
を
通
し
て
省
エ
ネ
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

【
市
長
】
電
気
、
都
市
ガ
ス
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
初
期
投
資
、
維

持
費
を
精
査
し
、
最
適
な
も
の
を
導
入

し
て
い
く
。
現
在
、
既
に
全
庁
的
に
研

究
中
で
あ
る
。

問問

問

答答

答

こ
ど
も
の
教
育
環
境
を
考
え
る

～
正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
に
つ
い
て
～

安
あ ん

藤
ど う

　英
ひ で と し

利

非
正
規
の
保
育
士
の
募
集
に
人
が
集
ま

ら
な
い
と
聞
く
が
、
本
市
の
保
育
士
の
採

用
種
別
は
ど
の
よ
う
か
。

【
市
長
】
平
成
29
年
度
か
ら
、
経
験
加
算

や
期
末
手
当
相
当
の
特
別
賃
金
の
設
定
、

休
暇
制
度
の
充
実
な
ど
処
遇
を
改
善
し

た
第
４
種
臨
時
職
員
を
創
設
し
た
。
時
間

給
は
１
千
２
百
円
、
ク
ラ
ス
担
任
あ
り
は

１
千
３
百
円
で
あ
る
。
県
内
21
市
の
中
で

最
高
の
単
価
で
あ
り
、
瀬
戸
市
、
名
古
屋

市
よ
り
高
い
。

【
福
祉
部
長
】
第
４
種
臨
時
職
員
は
週
５

日
、
１
日
７
時
間
30
分
勤
務
、
第
２
種
臨

時
職
員
は
短
時
間
勤
務
と
分
け
て
採
用

し
て
い
る
。

正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
の
仕
事
区
分

と
配
置
、
非
正
規
職
員
の
時
間
外
勤
務
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

��【
福
祉
部
長
】
正
規
職
員
は
ク
ラ
ス
担
任
、

第
４
種
臨
時
職
員
は
ク
ラ
ス
補
充
や
支

援
児
担
当
、
第
２
種
臨
時
職
員
は
休
憩
・

休
暇
の
補
充
要
員
や
延
長
保
育
の
担
当

と
し
て
配
置
し
て
い
る
。
第
４
種
臨
時
職

員
は
、
正
規
職
員
に
準
じ
て
必
要
な
場
合

は
時
間
外
勤
務
を
行
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
に
よ
っ
て
、

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
子
ど
も
の
教

育
環
境
、
子
育
て
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
、

正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
の
実
態
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
等
の
時
間
を
削
減
で
き

な
い
か
。

��【
市
長
】
登
園
、降
園
管
理
の
Ｉ
Ｔ
化
（
自

動
化
）
は
、
ぜ
ひ
と
も
取
り
上
げ
て
い

き
た
い
。
な
お
、
不
要
な
事
務
仕
事
は

ど
ん
ど
ん
削
減
し
て
い
く
よ
う
、
園
長
、

副
園
長
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。

小
中
学
校
教
諭
の
種
類
と
、
業
務
内
容

は
ど
の
よ
う
か
。

��【
副
教
育
長
】
正
規
教
職
員
以
外
に
県
費

の
常
勤
講
師
と
非
常
勤
講
師
が
配
置
さ

れ
、
採
用
期
間
は
１
年
間
で
あ
る
。
常

勤
講
師
は
、
当
初
欠
員
、
産
育
休
、
病

休
等
の
補
充
者
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い

る
。
非
常
勤
講
師
は
、
少
人
数
指
導
の

充
実
や
、
適
応
支
援
の
充
実
等
、
学
校

か
ら
の
要
望
に
対
し
て
可
能
な
範
囲
で

加
配
教
員
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

常
勤
講
師
は
１
日
７
時
間
45
分
勤
務
、

非
常
勤
講
師
は
状
況
に
応
じ
て
週
５
～

15
時
間
勤
務
で
あ
る
。

正
規
職
員
に
は
１
年
目
に
研
修
等
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
あ
る
が
、
新
卒
の
講
師

に
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

��【
副
教
育
長
】
１
年
目
の
教
職
員
に
は
国

の
制
度
に
よ
り
初
任
者
研
修
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
講
師
に
は
１
年
目

で
あ
っ
て
も
研
修
制
度
は
な
い
。
こ
の

現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は
講
師
の
研

修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

問問問

問問

答答答

答答答
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「
口
腔
崩
壊
の
子
ど
も
た
ち
」

28
年
度
学
校
保
健
統
計
調
査
か
ら

見
え
る
背
景

山
や ま

口
ぐ ち

真
ま

由
ゆ

美
み

口
腔
崩
壊
と
い
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
未
受
診
の

子
ど
も
た
ち
の
親
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
し

て
い
る
の
か
。

【
副
教
育
長
】
学
校
歯
科
健
診
に
よ
り
把

握
し
て
い
る
。
小
学
校
で
15
人
、
中
学
校

で
６
人
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
２
人

が
重
度
の
口
腔
崩
壊
と
し
て
診
断
さ
れ

て
い
る
。
未
受
診
の
子
ど
も
に
は
再
通
知

に
よ
り
治
療
を
勧
め
て
い
る
。
加
え
て
、

家
庭
訪
問
や
保
護
者
懇
談
の
際
に
、
受
診

す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

口
腔
崩
壊
と
虐
待
と
の
関
係
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
福
祉
部
長
】
虫
歯
が
多
い
に
も
か
か
わ

　

文
部
科
学
省
が
示
し
た
学
校
保
健
統
計

調
査
で
は
、
小
学
生
の
虫
歯
の
割
合
が
、

昭
和
54
年
で
94
．
76
％
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
28
年
で
は
48
．
89
％
と
半
減
し
て
い

る
。
虫
歯
が
減
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
が

ち
だ
が
、
実
は
歯
の
健
康
格
差
と
い
う
別

の
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
。
10
本
以
上
の

虫
歯
が
未
治
療
で
食
べ
物
を
う
ま
く
噛
め

な
い
状
態
を「
口
腔
崩
壊
」と
い
う
。
な
ぜ
、

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
が
存
在
す
る
の
か
。

こ
れ
に
は
、
家
庭
環
境
が
関
係
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。虫
歯
予
防
と「
口
腔
崩
壊
」

を
放
置
し
な
い
、
未
受
診
の
子
ど
も
を
減

ら
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
質
問
と
提
案

を
す
る
。

ら
ず
、
治
療
を
行
っ
て
い
な
い
子
ど
も

や
そ
の
家
庭
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
で
、

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
場

合
も
あ
る
。

虫
歯
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
親
に

病
院
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
な
い

子
ど
も
を
、
養
護
教
諭
等
が
付
き
添
っ

て
受
診
さ
せ
る
こ
と
は
、
法
的
に
問

題
な
い
か
。

【
市
長
】
法
的
に
は
問
題
は
な
い
が
、
や

は
り
、
第
一
義
的
に
は
親
へ
の
徹
底
的

な
指
導
だ
と
考
え
て
い
る
。

【
副
教
育
長
】
歯
科
治
療
と
な
る
た
め
、

保
護
者
や
児
童
生
徒
の
同
意
が
必
要
と

な
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
を
歯
科
医
院

に
連
れ
て
行
く
に
は
、
教
育
委
員
会
と

学
校
の
態
勢
整
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、

保
護
者
に
よ
る
能
動
的
な
対
応
が
進
む

よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

虫
歯
の
な
い
子
ど
も
に
も
、
予
防
歯
科

の
観
点
で
受
診
を
促
し
て
ほ
し
い
。

【
副
教
育
長
】
現
在
で
も
各
学
校
で
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。
一
部
の
学
校
で
は
、

虫
歯
の
な
い
子
ど
も
に
対
し
て
も
異
常

の
な
い
旨
の
通
知
と
と
も
に
、
継
続
し

た
受
診
を
勧
奨
し
て
い
る
。
な
お
、
通

知
を
し
て
い
な
い
学
校
で
は
、
学
校
歯

科
医
の
指
導
・
助
言
を
も
ら
い
、「
保
健

だ
よ
り
」
で
予
防
歯
科
の
た
め
の
受
診

を
啓
発
し
た
い
。

問

問問

問 答答

答答答

新
本
庁
舎
建
設
に
係
る

課
題
に
つ
い
て

仙
せ ん

石
ご く

三
み

喜
き

男
お

現
状
の
２
庁
舎
体
制
に
お
い
て
、
コ
ス
ト

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

【
市
長
】
２
庁
舎
体
制
に
よ
る
管
理
コ
ス

ト
の
増
大
は
、
分
庁
舎
建
設
検
討
時
に
想

定
し
た
範
囲
内
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

新
本
庁
舎
の
建
設
地
決
定
に
お
い
て
、
管

理
コ
ス
ト
も
含
む
総
コ
ス
ト
は
重
要
な

検
討
項
目
で
あ
る
た
め
、
今
後
も
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
。

新
本
庁
舎
建
設
候
補
地
を
駅
北
17
街
区

と
し
た
場
合
、
現
本
庁
舎
の
敷
地
と
し
た

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
は
何
か
。

��【
総
務
部
長
】
駅
北
17
街
区
と
し
た
場
合

の
課
題
は
駐
車
場
確
保
、
現
本
庁
舎
の
敷

地
で
建
て
替
え
る
場
合
の
課
題
は
駅
北

庁
舎
と
本
庁
舎
の
機
能
再
編
、
交
通
ア
ク

セ
ス
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

候
補
地
を
駅
北
17
街
区
と
し
た
場
合
、
新

た
な
駐
車
場
整
備
に
投
資
す
る
の
で
は
な

　
現
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成
36
年
に
減

価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
50
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
建
て
替
え
に
向
け
て
建
設

基
金
を
積
み
立
て
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
新

本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
第
７
次
総
合
計

画
基
本
計
画
の
前
期
計
画
に
お
い
て
「
本
庁

舎
の
建
設
場
所
、
規
模
な
ど
を
検
討
す
る
」

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
新
本
庁
舎
建
設
の

議
論
が
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
始
ま
る
こ
と

を
期
待
し
、
質
問
す
る
。

く
、
公
共
交
通
で
来
庁
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
環
境
整
備
を
め
ざ
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
官
民
連
携
の
採
用
に
よ
り
、
官
民

複
合
庁
舎
と
し
て
、
商
業
施
設
と
の
複
合

化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
一
方
、
現
本

庁
舎
の
活
用
方
法
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
新
た
な
健

康
拠
点
施
設
と
し
て
は
ど
う
か
。

��【
総
務
部
長
】
第
７
次
総
合
計
画
の
「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」、「
高
度
利
用
」、「
に

ぎ
わ
い
創
出
」
に
沿
っ
た
総
合
的
な
視

点
か
ら
交
通
ア
ク
セ
ス
、
建
設
手
法
等

に
つ
い
て
他
市
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

計
画
で
は
平
成
29
年
度
に
議
会
と
の
協
議

を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
課
題

や
現
状
を
ふ
ま
え
、
一
刻
も
早
く
議
論
を

開
始
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
る
。
今
後

の
議
論
の
推
移
に
よ
っ
て
は
、
建
設
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
が
あ
り
得
る
の
か
。

��【
副
市
長
】
現
在
、
平
成
31
年
度
ま
で

に
庁
内
研
究
会
で
の
調
査
研
究
、
議
会

と
の
協
議
、
各
界
各
層
の
意
見
聴
取
を

行
い
、
平
成
32
年
度
に
建
設
地
の
決
定
、

平
成
35
年
度
に
完
成
予
定
と
い
う
工
程

で
作
業
を
進
め
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ

前
倒
し
す
る
予
定
は
な
い
。

問問問

問

答答

答答
そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
市
道
０
１
０
４
０
０
号
線
沿
い
交
差

点
の
安
全
対
策
に
つ
い
て



13 2018.2.1　No.186

市政一般質問

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
に
つ
い
て

基
本
的
な
考
え
方
を
問
う

林
はやし

　　美
よ し

行
ゆ き

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
公
共
施

設
適
正
配
置
計
画
は
、
ど
ち
ら
が
優
先
さ

れ
る
の
か
。
基
本
的
な
考
え
方
は
。

�【
市
長
】公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
は
、

公
共
施
設
だ
け
で
な
く
、
道
路
、
橋
り
ょ

う
、
上
下
水
道
施
設
も
含
め
た
大
き
な

方
針
で
あ
る
。
公
共
施
設
適
正
配
置
計

画
は
、
公
共
施
設
の
数
や
規
模
を
将
来

の
人
口
や
財
政
規
模
に
見
合
っ
た
も
の

に
す
る
た
め
、
本
当
に
必
要
な
機
能
を

見
極
め
、
個
別
の
施
設
に
つ
い
て
今
後

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
の
か
を

ま
と
め
る
も
の
で
あ
る
。
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
大
き
な
方
針
の
も
と
、

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

長
期
的
な
財
政
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
て
て
か

ら
、
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
を
策
定
す

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ

ム
の
視
点
で
公
共
施
設
に
お
け
る
校
区

ご
と
の
サ
ー
ビ
ス
量
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

�【
企
画
部
長
】
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
い

る
と
は
捉
え
て
い
な
い
。
現
在
の
財
政
状

況
を
基
準
に
分
析
を
行
い
、
総
量
圧
縮
目

　

計
画
期
間
40
年
の
公
共
施
設
適
正
配
置

計
画
を
策
定
し
、
市
有
施
設
の
統
合
・
複

合
化
、
転
用
、
廃
止
を
進
め
る
と
し
て
、

第
７
次
総
合
計
画
の
変
更
が
今
議
会
の
議

案
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
質
問
す
る
。

標
を
立
て
て
い
る
。
公
共
施
設
適
正
配
置

計
画
は
、
４
年
、
８
年
ご
と
に
見
直
す
予

定
で
あ
り
、
そ
の
際
の
財
政
状
況
に
よ
り
、

必
要
で
あ
れ
ば
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

ま
た
、
校
区
と
い
う
考
え
方
だ
け
で
な
く
、

利
用
圏
域
や
施
設
の
目
的
、
用
途
で
整
理

し
、
利
用
実
態
等
を
考
慮
し
た
上
で
公
共

施
設
適
正
配
置
計
画
を
策
定
す
る
。

適
正
配
置
を
進
め
る
た
め
に
は
市
民
合

意
が
必
要
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

【
企
画
部
長
】
今
年
度
は
、市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
、
地
区
懇
談
会
、
市
民
説
明
会
で
の

意
見
聴
取
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
、
素

案
を
作
成
し
、
来
年
度
は
幅
広
い
範
囲
、

機
会
で
市
民
に
説
明
し
て
意
見
を
伺
い
、

計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
。

長
期
的
な
都
市
経
営
を
す
る
た
め
の
基
本

構
想
が
十
分
で
な
い
状
態
で
、公
共
施
設

適
正
配
置
計
画
を
策
定
す
る
と
、将
来
の

都
市
経
営
の
可
能
性
を
規
制
し
か
ね
な
い

の
で
は
な
い
か
。

【
企
画
部
長
】
将
来
の
都
市
経
営
や
持
続

可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
、
今

か
ら
適
正
配
置
の
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
。
市
有
施
設
の
統
合
・
複
合
化
、

転
用
、
廃
止
等
は
避
け
て
通
れ
な
い
も

の
で
あ
り
、
そ
の
決
意
を
示
す
上
で
も

第
７
次
総
合
計
画
に
盛
り
込
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

問問

問 問

答答

答答

子
ど
も
た
ち
の

よ
り
健
全
な
食
を
め
ざ
し
て

「
食
育
基
本
条
例
」
の
制
定
を
！

井
い の

上
う え

あけみ

近
年
、
切
れ
る
子
ど
も
、
若
者
、
高
齢
者

が
起
こ
す
事
件
が
多
発
し
て
い
る
。
ま

た
、
発
達
の
障
碍
（
が
い
）
等
の
原
因
の

一
つ
と
し
て
、
栄
養
の
偏
り
や
食
事
に
お

け
る
ミ
ネ
ラ
ル
の
欠
乏
等
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

【
副
教
育
長
】
栄
養
の
偏
り
を
な
く
す
こ

と
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
る
食
事
に

つ
い
て
の
指
導
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身

の
成
長
に
と
っ
て
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
指
摘
さ
れ
た
説
に
つ
い
て
は
、
た
だ

ち
に
事
実
と
断
定
で
き
る
検
証
結
果
や

科
学
的
根
拠
は
教
育
委
員
会
と
し
て
承

知
し
て
い
な
い
。

学
校
給
食
を
介
し
、
食
育
に
関
し
て
栄
養

士
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
き
た
の

か
。
今
後
計
画
し
て
い
る
５
千
食
規
模
の

「
共
同
調
理
場
」
で
は
、
県
費
栄
養
教
諭

は
２
人
し
か
配
置
さ
れ
ず
、
こ
れ
で
食
育

が
可
能
な
の
か
。

【
副
教
育
長
】
給
食
時
間
の
ク
ラ
ス
訪
問
、

社
会
や
技
術
家
庭
等
の
授
業
や
学
級
活

動
な
ど
で
食
育
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
家

庭
に
は
栄
養
講
座
、
調
理
実
習
や
「
献
立

表
」、「
給
食
だ
よ
り
」
等
で
情
報
の
提
供

を
行
っ
て
い
る
。
学
校
栄
養
士
は
栄
養
教

諭
６
人
、
学
校
栄
養
職
員
３
人
で
計
９
人

　

市
民
の
健
康
生
活
に
取
り
組
む
一
つ
の

『
要
』
と
な
る
「
食
育
基
本
条
例
」
を
制
定

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
質
問
す
る
。

（
う
ち
大
畑
調
理
場
２
人
、
共
栄
調
理
場

２
人
）
で
あ
る
。
今
後
、
新
共
同
調
理

場
が
で
き
れ
ば
、
昭
和
小
学
校
近
接
校

対
応
調
理
場
２
人
、
新
共
同
調
理
場
２

人
と
配
置
人
数
は
変
わ
ら
な
い
。

す
べ
て
の
世
代
の
健
康
を
推
進
す
る
た

め
に
「
食
育
基
本
条
例
」
の
制
定
を
検

討
す
る
よ
う
求
め
る
が
い
か
が
か
。

�【
市
長
】
教
育
委
員
会
、
子
ど
も
支
援
課
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
市
費
の
栄
養
士
は
連

携
し
「
食
の
う
な
が
っ
ぱ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
等
切
れ
目
の
な
い
栄
養
指
導
を
行

う
な
ど
努
力
し
て
お
り
、
食
育
基
本
条

例
を
た
だ
ち
に
制
定
す
る
準
備
は
し
て

い
な
い
。
現
在
の
行
動
力
を
強
化
、
本

市
の
伝
統
的
な
学
校
給
食
、
食
育
を
さ

ら
に
進
化
さ
せ
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
よ
る
保
険
料

の
急
激
な
変
化
に
対
し
、
５
年
間
は
激

変
緩
和
措
置
が
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
を

考
え
れ
ば
、「
食
育
基
本
条
例
」
を
要
に

し
た
健
康
づ
く
り
の
努
力
も
必
要
で
は

な
い
か
。

【
市
長
】
何
か
大
き
な
組
織
を
つ
く
る
必

要
は
な
く
、
事
業
を
ま
と
め
て
広
め
れ

ば
い
い
と
考
え
て
い
る
。

問問

問問

答答

答答
そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
多
治
見
市
の
文
書
管
理
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
そ
の
2



14Tajimi-City Council

平 の29 会成 議年 活 動

平成29年の議会活動

平成29年の市議会の活動状況についてお知らせします。

■本会議開催状況 ■委員会等の活動（委員会・研究会・協議会開催状況）

■委員会の活動（先進地調査）

■市民と議会との対話集会

■団体と議会との対話集会

■中学生と議会との対話集会

■高校生と議会との対話集会

■審議の内容（報告は除く）

調理場整備計画の見直しに伴う議会の動き

　従来、学校給食の調理場整備計画においては、単独校・
近接校対応調理場を整備する方針だったところ、セン
ター方式に転換するとの素案が作成され、平成 29 年６
月に教育委員会から議会に対して説明がありました。そ
れ以降、厚生環境教育常任委員会を中心に、協議会の開
催、視察の実施を通して、自校方式、センター方式両方
の視点から、メリット、
デメリット等を検討し
てきました。
　 そ れ ら を 踏 ま え、
12 月 27 日 に 厚 生 環
境教育常任委員会とし
ての要望事項をまと
め、教育長に対して提
出しました。

厚生環境教育常任委員会による共栄調
理場の視察の様子

回　次 開会期間 会期
（日） 会議時間 審議

件数
第1回定例会  2 月 22 日 〜  3 月 17 日  24 21時間12分 46
第2回臨時会  5 月 10 日 〜  5 月 12 日 3 1時間48分 14
第３回定例会   6月  2  日 〜  6 月 27 日 26 12時間30分 13
第４回定例会  8 月 25 日 〜  9 月 27 日 34 17時間12分 42
第５回定例会 11月 24 日 〜 12月 22 日 29 17時間04分 23

計 116 69時間46分 138

委員会名
委員会 協議会

開催
日数 会議時間 開催

日数 会議時間

常
任

総 　 　 務 ７ １２時間０８分 　7 ８時間５８分

経 済 建 設 ８ １２時間０５分 ４ ８時間０５分

厚 生 環 境 教 育 ５ １３時間１０分 9 １５時間２９分
総 務・厚 生 環 境
教 育 連 合 協 議 会 － － 1 １時間５８分

特　
別

駅 周 辺まち づくり
（平成29年5月10日まで） １ １時間５６分 － －
議 員 定 数

（平成29年3月29日まで） ５ ４５分 － －
決 算 ３ ２０時間２７分 － －

研
究
会

広 報 広 聴 研 究 会 １１ ６時間１８分 － －
議会活性化研究会 ６ ４時間１５分 － －
 議会運営委員会 ４１ ３３時間０１分 － －
 全 員 協 議 会 － － 22 ３０時間３５分

計 ８７ １０４時間０５分 43 ６５時間０５分
※会議時間は、休憩時間を含んでいません。
　�上記委員会・協議会のほか、事前打ち合わせ、資料作成等を行うミーティ

ングを行っています。
　（厚生環境教育常任委員会 1 回、議員定数特別委員会 6 回、
　�広報広聴研究会 15 回【広報広聴研究会 6 回・広報Ｇ 3 回・広聴Ｇ 6 回】、

議会活性化研究会 3 回 )

委員会名 調査期日 調査先 調査項目

総務
常任委員会

１０月３０日（月）
３１日（火）

大阪府枚方市 枚方市公共施設マネジメント推進計画
について

大阪府大東市 大東市市有財産（公有財産）利活用基
本方針について

経済建設
常任委員会

１１月 ７ 日(火）
８ 日（水）

栃木県栃木市 百貨店と栃木市役所の複合型庁舎に
ついて

埼玉県越谷市 越谷市の市街地再開発事業について

厚生環境教育
常任委員会

１１月 ６ 日（月）
７ 日（火）

山口県下松市 単独調理場方式から共同調理場方式
への切り替えについて

福岡県宗像市 共同調理場方式から単独調理場方式
への切り替えについて

開催日 開催場所 参加者数
平成２９年１０月  ２ 日（月） 小泉公民館 ９人

１０月 ３ 日（火） 市之倉公民館 １５人
１０月 ４ 日（水） 南姫公民館 ４人
1０月 ４ 日（水） 笠原中央公民館 １６人
１０月 ５ 日（木） 池田町屋公民館 ６人
１０月 ５ 日（木） 高田公民館 ９人
１０月 ６ 日（金） 旭ケ丘公民館 １４人
１０月 ６ 日（金） 滝呂小学校体育館 ２６人

合　　計 ９９人

開催日 開催場所 団体名 参加者数

平成２９年 １ 月１２日（木）多治見市役所本庁舎
児童館・児童セン
ター管理者及び多治
見市社会福祉協議会

１９人

１ 月１３日（金）多治見市役所本庁舎 中心市街地活性化幹
事会 １６人

合　　計 ３５人

開催日 開催場所 参加者数
平成２９年 １ 月 ６日（金） 産業文化センター 35人

開催日 開催場所 参加者数
平成２９年 ２ 月１７日（金） 多治見市役所本庁舎 32人

議案内訳 件数 説　　明

市
長
提
出

承認議案 　４専決処分の承認
認定議案 １４平成２８年度一般・特別・企業会計決算

条例

制定 　２教育長の勤務時間、休暇等及び職務専念義務
の特例に関する条例ほか

改正 ２７職員の育児休業等に関する条例の一部改正ほか

廃止 　２新市民病院建設に係る資本整備基金条例の廃
止ほか

予算
当初 １３平成２９年度一般・特別・企業会計当初予算

補正 ２６平成２８・２９年度一般・特別・企業会計補正予
算

市道 認定 　８市道路線の認定
廃止 　０

契　約 　４工事請負契約の締結

人　事 　８
監査委員、農業委員会委員、教育委員会教育
長、教育委員会委員、固定資産評価審査委員
会委員ほか

その他 １２
財産の取得、第７次総合計画基本計画の変更、
和解、財産の処分、損害賠償の額、権利の放棄、
指定管理者の指定ほか

議
員
提
出

意見書 　４指定給水装置工事事業者制度に更新制の導入
を求める意見書ほか

その他 　７
駅周辺まちづくり特別委員会の廃止、議長辞職
許可、副議長辞職許可、決算特別委員会の設
置ほか

委員会提出議案 　１多治見市議会議員定数条例の一部改正

請　　願 ２
【１】

森の家存続に関する請願、政府に核兵器禁止
条約への署名・批准を求める意見書提出に関す
る請願

選　　挙 ４議長選挙、副議長選挙、東濃西部広域行政事
務組合議会議員の選挙ほか

計 １３８
【１】

【　】の数字は継続審査後取下げの件数



15 2018.2.1　No.186

各常任委員会が先進地調査を行いました

●日にち　平成 29年 10月 30日（月）
●テーマ　�枚方市公共施設マネジメント推進計画につ

いて
●内容
①市有財産等の有効活用に関する基本方針、策定の背景
②市有財産のあり方について
③公有財産の有効利用における税外収入について
④枚方市公共施設マネジメント推進計画について
●所感　枚方市公共施設マネジメント推進計画は、公共
施設の総量の適正化を図る総合的かつ計画的な管理を推
進する必要があることから、小中学校はおおむね 80年、
小中学校を除く市有建築物はおおむね 70年で更新する
ことを基本としている。道路・橋梁などのインフラ系の
施設は、市民生活と産業を支えることから予防保全型管
理を基本とし、適切な維持管理を推進していく。
　行政財産に対する有効利用の考え方としては、公共施
設に自動販売機を設置するなど新たな財源確保を行い、
未利用地については解体・撤去・売却などを行う。公有
財産については、駐車場や自動販売機の設置等、民間か
らのノウハウも聞きな
がら取り組んでいくな
ど、対策をいかに早く
打ち出すことが大切か
教えていただいた。

●日にち　平成 29年 10月 31日（火）
●テーマ　�大東市市有財産（公有財産）利活用基本方針

について
●内容
①市有財産等の有効活用に関する基本方針、策定の背景
②市有財産のあり方について
③公有財産の有効利用における税外収入について
④市有財産利活用基本方針について
●所感　大東市は、かつて財政再建団体の危機に直面し
たため、公共施設のあり方を大きく見直し、土地開発公
社を解散してその財産を市有財産とした。小学校を 15
校から 12校へ統廃合し、３校を廃校とするなど、未利
用不動産が増える結果となり、市有財産の利活用をどの
ようにしていくかを「大東市市有財産（公有財産）利活
用基本方針」として平成 28年度に策定し、今後はこの
方針に基づき具体的な取り組みを進めていく。
　行政財産に対する有効利用の考え方として、民間の活
力、アイデア等を活用し、公益的貸付や公益的売却などに
取り組み、地域の活性化に寄与できるように進めている。
現在ある公共施設につ
いては、30 年から 40
年の延命措置を取り、
この間で施設のあり方
を検討していくなど、
大いに勉強させていた
だき、今後の議論に反
映させていきたい。

＊会議は、開始時間の記載がある場合を除き、午前 10時からです。
＊提出議案等により、委員会の開催予定日が変更になることがありますので、ご注意ください。

多治見市議会を傍聴しませんか
　議会では、皆さんの生活に密着した重要な問題を審議しています。市政を知っていただくためにも、お気軽にお出かけください。傍聴
席入口にある傍聴人受付票に氏名、居住市町村名を記入し、受付箱に入れていただくだけで傍聴できます。なお、本会議等の開始時刻
は、原則として午前 10時からです。（市政一般質問の２日目および３日目の開始時刻は、昨年の９月定例会から午前９時になりました。）
　また、本会議のライブ中継や録画放送をインターネットでご覧になれます。
（本会議インターネット配信アドレス　http://gikai.gikai-tv.jp/dvl-tajimi/index.html）

おりべネットワークで市政一般質問を放送しています
　毎定例会の市政一般質問をおりべネットワークで放送しています。放送は、原則として午前 10時から（市政一般質問の２日目お
よび３日目は午前９時から）です。ぜひご覧ください。

２ 月 ２２日（木）本会議（招集～提案説明）
２８日（水）本会議（質疑～委員会付託）

3月 ２日（金）総務常任委員会
５日（月）経済建設常任委員会
７日（水）厚生環境教育常任委員会
８日（木）委員会（請願予備日）

3 月定例会の予定
１５日（木）本会議（市政一般質問）
１６日（金）本会議（市政一般質問）　※午前９時開始

１９日（月）本会議（市政一般質問：予備日）※午前９時開始
２２日（木）本会議（委員長報告～表決）

総務常任委員会

　平成27年6月に選挙権の年齢が20歳から18歳に引き下げ
られましたが、昨年10月の衆議院議員総選挙では、18歳の投
票率が57.14％、19歳の投票率が38.13％と、全国平均よりは
高いものの、市内の有権者全体と比べると、やや低い投票率で
した。多治見市議会では、昨年11月に多治見工業高校の生徒さ
んを対象に選挙制度について「おとどけセミナ―」を開催するな
ど、多治見市のまちづくりや議会、選挙等に関心を持ってもらえ

広報広聴研究会 会　長　森　　　厚　 　会　員　佐藤　信行　 　会　員　若尾　敏之　　 会　員　嶋内　九一
副会長　渡部　　昇　　 会　員　渡辺　泰三　　 会　員　三輪　寿子

るよう取り組んでいます。
　また、「議会による市民との談話室」を本庁舎の１階で開催し
ています。悩み事などを市議会議員に気軽に相談いただけます
ので、ぜひお越しください。
　今後とも、市民の皆さまに親しみ、愛着を持っていただける議
会情報の発信に努めてまいります。

編集後記

大阪府枚方市 大阪府大東市

大東市での視察の様子枚方市での視察の様子
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●日にち　平成 29 年 11 月８日（水）
●テーマ　�越谷市の市街地再開発事業について
●内容
①再開発事業を行うに至った背景と経緯について
②再開発事業による周辺への影響について
③�公共施設の入居に至る経緯と現在の運営形態につ

いて
●所感　越谷市は、人口が 34 万人と本市の約３倍
であり、駅前再開発の規模も多少違うが、再開発を
行うに至った経緯、また、大都市圏からの距離、高
層マンションを中心とした商業施設や立体駐車場等、
多治見駅南再開発事業と類似している点が多かった。
　特に、保留床を取得し、協働によるまちづくりの
推進と市民の利便性の向上とにぎわい創出のため、
市民活動支援センタ－や観光・物産情報コーナー、
中央図書室、パスポートセンターを開設している点
は、今後の多治見駅南地区再開発事業に大いに参考
になった。
　なお、商業施設については、テナントの確保のた
め、いろいろな条件
を考慮し、どのよう
なテナントでも入居
しやすいような工夫
が大変重要であると
感じた。

●日にち　平成 29 年 11 月７日（火）
●テーマ　�共同調理場方式から単独調理場方式への

切り替えについて
●内容
①�センター方式から自校方式への転換に至った経緯

について
②�センター方式から自校方式へ転換したことによる

アレルギー対応の変化について
③自校方式への転換後の問題点等について
●所感　宗像市は、センター方式から単独校方式に変
更した全国的にも珍しい自治体である。平成 10 年から
22 年にかけて全ての小・中学校に調理場を建設したと
のことであり、まさに計画行政であると感じた。
　また、17 校分の建設費は約 25.5 億円であり、セ
ンター方式と単独校方式を比較してもさほど変わら
ない。ただし、施設の老朽化とともに修繕費等はか
かるとの説明であった。「ファシリティマネジメント
の観点からセンター方式に変えていく可能性はある
のか」との問いには、「今は、それは考えられない。
子どもが減少し、学
校の統廃合の話が出
たときではないか」
との回答であり、や
はり学校施設は子ど
もを第一に考えるべ
きであると再認識し
た。

●日にち　平成 29 年 11 月７日（火）
●テーマ　�百貨店と栃木市役所の複合型庁舎について
●内容
①官民複合施設にしたことによる影響について
②本庁舎跡地利用について
③事業者の公募について
●所感　栃木市役所を官民複合施設にしたことによ
り、大通りの歩行者交通量は確実に増えており、隣接
地にはコーヒー、メガネ、洋服の各分野の全国チェー
ンの店舗が進出するなど、中心市街地活性化への効果
が出ていると実感した。栃木市職員からは「市役所単
体よりも、商業施設があることで立ち寄りやすくなっ
ていると思う」との説明があり、市民の市役所に対す
る距離感が近くなっていると感じた。
　本市の新本庁舎建設は平成 35 年であり、議論は始
まったばかりである。また、駅南市街地再開発事業、
人口対策・中期戦略関連事業は、現在進行中である。
少子高齢化、多様化する社会構造の変化、急激な人口
減少に対応するため、庁舎建設計画は、栃木市のよう
に「賑わい・魅力を生み出す様々な都市機能をより集
約し、持続可能なまちづくり・都市の再構築（リノベー
ション）」を進める必要を強く感じた。
　なお、栃木市において、庁舎移転の検討の際、建築
や施設管理の知識を有する職員を配置しなかったため
に時間を要したことを踏まえ、庁舎移転を担当する部
署の職員構成にも留意する必要があると考える。

●日にち　平成 29 年 11 月６日（月）
●テーマ　�単独調理場方式から共同調理場方式への切

り替えについて
●内容
①�下松市立小学校給食センター建設に至った経緯に

ついて
②�自校方式からセンター方式への転換に至る経緯に

ついて
③学校給食費の公会計化に至った経緯について
●所感　下松市は、平成 28 年９月から市内小学校８
校の給食を単独校方式からセンター方式へと変更し
た。それは、昭和 20 ～ 30 年代建築といった古い施
設を全て廃止し、ひとつの給食センターにまとめたた
め方針の転換がうまくできたと思われる。しかし、本
市では単独・近接校対応調理場とセンター方式での調
理場が混在してしまうことになるため、50 年後を見
据えた大きな視点で考えていく必要があると認識し
た。
　また、質疑応答中、「教育委員会として議会答弁等
では、一切、行政改革が理由とは絶対に言わなかった。
なぜなら、行政改革のためではなく、子どもたちのこ
とを考えるのが教育委員会だからだ」との発言は、学
校施設のあり方を考える上で、やはり子どもへの安
心安全を第一に考えることが大切であることを再認識
し、改めて本市教育委員会の「ファシリティマネジメ
ントの観点から」という考え方を問いただす必要があ
ると感じた。

経済建設常任委員会

厚生環境教育常任委員会

埼玉県越谷市

福岡県宗像市

栃木県栃木市

山口県下松市

越谷市での視察の様子

宗像市での視察の様子

各常任委員会が先進地調査を行いました


